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新しいことや珍しいことが好きだ ○ 268（79.3％） 88（80.0％） 356（79.5％）
私は色々なことを知りたいと思う ○ 242（71.3％） ＊90（81.8％） 332（74.3％）
困難があっても，それは人生にとって価値ある
ものだと思う ○ 239（70.9％） 82（75.2％） 321（72.0％）
色々なことにチャレンジするのが好きだ ○ 235（69.3％） ＊88（80.0％） 323（71.9％）
いつも冷静にいられるようこころがけている ○ 231（68.3％） 67（60.9％） 298（66.5％）
自分の感情をコントロールできる方だ ○ 229（69.6％） 64（58.2％） 293（65.3％）
ものごとに対する興味や関心が強い方だ ○ 204（60.4％） ＊＊81（74.3％） 285（63.8％）
自分には将来の目標がある ○ 188（55.6％） 73（66.4％） 261（58.3％）
その日の気分によって行動が左右されやすい × 185（54.7％） 69（62.7％） 254（56.7％）
あきっぽい方だと思う × 176（51.9％） 60（54.5％） 236（52.6％）
自分の未来にはきっといいことがあると思う ○ 178（52.7％） 57（51.8％） 235（52.5％）
慣れないことをすることは好きではない × 175（51.6％） 56（50.9％） 231（51.4％）
自分の将来に希望を持っている ○ 167（49.4％） 61（55.5％） 228（50.9％）
動揺しても，自分を落ち着かせることができる ○ 159（47.0％） 53（48.2％） 212（47.3％）
自分の目標のために努力している ○ 150（44.8％） 57（52.3％） 207（46.6％）
ねばり強い人間だと思う ○ 145（42.8％） 47（42.7％） 192（42.8％）
将来の見通しは明るいと思う ○ 106（31.7％） 44（40.4％） 150（33.9％）
気分転換がうまくできない方だ × 94（27.7％） 25（22.7％） 119（26.5％）
新しいことをやり始めることはめんどうだ × 87（25.7％） 20（18.2％） 107（23.9％）
つらい出来事があると耐えられない × 73（21.5％） 26（23.9％） 99（22.1％）

















かっとなってもすぐにおさまる 213（62.8％） 70（63.6％） 283（63.0％）
いやな時はいやだとはっきり言う 209（61.7％） 62（56.4％） 271（60.4％）
やりたいと思ったことはやりたいとはっきり言う 186（55.0％） 68（61.8％） 254（56.7％）
仲良くしていても本当に困った時助けてくれない友
だちもいると思う 189（56.1％） 57（51.8％） 246（55.0％）
友だちの考えに賛成できない時ははっきり言う 189（56.1％） 51（46.4％） 240（53.7％）
じゃまをする人がいたら文句を言う ＊162（47.8％） 37（33.9％） 199（44.4％）
どんなことがあっても人を叩いたり蹴ったりしては
いけないと思う 150（44.2％） 59（53.6％） 209（46.5％）
自分を守るためなら暴力をふるうのも仕方ない ＊＊144（42.6％） 25（22.7％） 169（37.7％）
人に乱暴なことをしたことがある ＊＊131（38.8％） 22（20.0％） 153（34.2％）
叩かれたり蹴られたりしたら必ずやり返す 121（35.8％） 29（26.4％） 150（33.5％）
人からバカにされたりいじわるをされたりしたこと
がある 112（33.0％） 36（32.7％） 148（33.0％）
叩かれたら叩き返す 116（34.3％） 28（25.5％） 144（32.1％）
友だちにバカにされているかもしれない 99（29.3％） 24（21.8％） 123（27.5％）
ちょっとしたことで腹が立つ 91（26.9％） 27（24.8％） 118（26.4％）
私の悪口を言う人が多いと思う 72（21.2％） 27（24.5％） 99（22.0％）
友だちと考えが合わない時自分の考えを通そうとする 79（23.3％） 19（17.3％） 98（21.8％）
本気でいやだと思う人がたくさんいる 80（23.6％） 18（16.4％） 98（21.8％）
すぐに怒る方だ 62（18.3％） ＊33（30.0％） 95（21.2％）
からかわれたら叩いたり蹴ったりするかもしれない 66（19.5％） 16（14.5％） 82（18.3％）
よく口げんかをする 57（16.8％） 18（16.4％） 75（16.7％）
友だちとけんかをしたことがある 53（15.7％） 19（17.3％） 72（16.1％）
友だちの中にはいやな人が多い ＊39（11.5％） 4　（3.7％） 43　（9.6％）















テストでは少しでもいい点を取りたい 271（79.9％） 83（75.5％） 354（78.8％）
先生の言うことは素直に従うべきだと思う 144（42.5％） 53（48.2％） 197（43.9％）
学校の友人に対し，勉強では負けたくない 97（28.6％） ＊44（40.0％） 141（31.4％）
人から怒鳴られたりすると，言い返せないことがある 90（26.5％） 33（30.0％） 123（27.4％）
人は自分のことについて，けっこう陰口を言ってい
ると思うことがある 58（17.1％） 23（20.9％） 81（18.0％）
実際に行動には出ないが人からいじめられているの







友人よりも勉強では頑張っていると思う 51（15.0％） 20（18.2％） 71（15.8％）
周りの人から，足手まといでうっとうしく感じられ
ていると思うことがある 51（15.1％） 19（17.3％） 70（15.7％）
「目ざわりな人」扱いにされたり集団から仲間はずれ
にされたりすることがある 46（13.6％） 21（19.1％） 67（15.0％）
腹を立てている人から，声の調子をあげて怒鳴られ
ることがある 54（16.0％） 10　（9.1％） 64（14.3％）
怒りをおさえられない人に，汚い言葉で攻撃される
ことがある 46（13.6％） 16（14.7％） 62（13.8％）
学校の勉強のために友人を犠牲にすることがある 40（11.8％） 20（18.2％） 60（13.4％）
表には出されないが人からねたまれやすい 29　（8.6％） 15（13.6％） 44　（9.8％）
自分の周りに気の短い人がいると，いじめられそう
な気がする 29　（8.6％） 14（12.7％） 43　（9.6％）
いやな人から，皮肉をよく言われることがある 29　（8.6％） 12（10.9％） 41　（9.1％）
予習，復習はきちんとやらないと気がすまない 25　（7.4％） 14（12.7％） 39　（8.7％）























 　表4に示すように，レジリエンス得点の全体の平均は72.3（標準偏差　以下S. D. 11.8）であった。










レジリエンス得点 新奇性追求得点 感情調整得点 肯定的未来志向得点
平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数
男　子 72.0（12.2） 321 25.6（4.7） 333 29.7（5.9） 336 17.0（4.6） 328
女　子 73.1（10.5） 105 26.3（4.3） 108 28.9（5.1） 109 17.8（3.8） 108
計 72.3（11.8） 426 25.7（4.6） 441 29.5（5.7） 445 172（4.4） 444




 　表5に示すように，攻撃性得点の全体の平均は50.2（S. D. 8.5）であった。性別比較では，男







 　表6に示すように，攻撃受動性得点の全体の平均は44.8（S. D. 11.3）であった。性別比較では





性別 攻撃性得点 身体的攻撃得点 敵意得点 言語的攻撃得点 短気得点
平均（S. D.）人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数
男　子 ＊50.7（8.7） 325 ＊＊13.8（3.5） 334 12.8（3.2） 336 12.8（2.7） 336 11.5（3.0） 335
女　子 48.3（7.6） 107 11.7（3.5） 110 12.5（3.0） 109 12.3（2.2） 109 11.7（2.8） 109
計 50.2（8.5） 432 13.3（3.6） 444 12.7（3.1） 445 12.7（2.6） 445 11.5（2.9） 444




攻撃受動性得点 直接的攻撃受動得点 間接的攻撃受動得点 勉強志向・競争心得点
平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数
男　子 43.9（11.3） 332 13.2（4.7） 336 12.5（4.8） 337 18.3（4.4） 336
女　子 ＊47.5（11.1） 109 13.9（4.5） 109 ＊13.8（5.0） 110 ＊＊19.8（4.8） 110
計 44.8（11.3） 441 13.4（4.7） 445 12.8（4.9） 447 18.7（4.6） 446



















攻撃性得点 身体的攻撃得点 敵意得点 言語的攻撃得点 短気得点
平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数 平均（S. D.）人数
高　群 46.5（8.1） 62 11.7（3.6） 63 11.1（2.9） 64 13.3（3.0） 64 10.3（2.7） 63
中　群 50.5（8.4） 314 13.5（3.6） 323 12.8（3.1） 322 12.8（2.5） 323 11.5（2.9） 323
低　群 52.3（8.1） 56 13.7（3.3） 58 13.9（2.9） 59 11.6（2.6） 58 13.0（2.8） 58
一元配置
分散分析 p＜0.01 p＜0.01 p＜0.01 p＜0.01 p＜0.01




攻撃受動性得点 直接的攻撃受動得点 間接的攻撃受動得点 勉強志向・競争心得点
平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数 平均（S. D.） 人数
高　群 41.6（11.3） 63 11.7（4.8） 63 10.1（4.2） 64 20.5（5.3） 64
中　群 45.0（11.5） 319 13.5（4.6） 323 13.0（4.9） 324 18.6（4.4） 323
低　群 47.0（10.4） 59 14.4（4.5） 59 14.8（4.5） 59 17.8（4.4） 59
一元配置分散分析 p＜0.05 p＜0.01 p＜0.01 p＜0.05
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